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　2019 年７月10 日( 水)・11 日( 木)
の二日間、大阪南港 ATC ホール（大阪
市住之江区南港北2-1-10）において、

「映像・音声・コンテンツ制作などのプロ
フェッショナル・業務用機器・関連サー
ビスなどが一堂に会する関西最大級の総
合展示会」として「第4 回 関西放送機器
展 Kansai Broadcasting Equipment 
Exhibition」が行われた。
　特に４回目となる今回は過去最多の
108 社が出展。さらに各メーカーの撮影
機器が並ぶカメラステージも計６社９台
の製品が登場した。
　なお、本年は、初日の10 日は晴れ、二

日目の11 日は雨のち曇りという天候
で、西日本地区の７月の梅雨のさなかの
開催であったが、昨年を１割以上上回る
来場者が訪れた。
　〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
主催： 関西放送機器展実行委員会( 構成：アジ

ア太平洋トレードセンター、テレビ大阪、テレ

ビ大阪エクスプロ)

後援： 総務省　近畿総合通信局、経済産業省 近

畿経済産業局、大阪府、大阪市、IPDC フォーラ

ム、( 一社) 衛星放送協会、NPO 法人 映像産業振

興機構、( 一社) 映像情報メディア学会、( 一社) カ

メラ映像機器工業会、関西映像プロダクション

協会、関西舞台テレビテクノ＆アート協同組合、

全国舞台テレビ照明事業協同組合、( 一社) 全日

本テレビ番組製作社連盟、( 一財) デジタルコン

テンツ協会、( 一社) デジタルメディア協会、( 一

財) 電波技術協会、日本映画テレビ照明協会、協

同組合 日本映画・テレビ編集協会、協同組合 日

本映画・テレビ録音協会、日本映像機材レンタル

協会、( 一社) 日本映像ソフト協会、( 一社) 日本

オーディオ協会、( 一社) 日本ケーブルテレビ連

盟、( 一社) 日本CATV 技術協会、( 一社) 日本動

画協会、日本舞台音響事業協同組合、( 一社) 放送

サービス高度化推進協会、マルチスクリーン型

放送研究会

出展社数： 108 社

来場者 ： 3,380人（二日間合計）

第
四
回

* * * * * * * * * * * * 基 調 講 演 ・特 別 講 演  * * * * * * * * * * * *
■ 基 調 講 演 ■

放送政策の最新動向
総務省 大臣官房審議官　吉田博史氏

放送コンテンツの今後の展開､｢ 放送を巡る諸

課題に関する検討会｣ における検討状況､ 新

4K8K 衛星放送の開始､ 地デジの高度化に向

けた取組など､ 放送政策の最新動向について

紹介｡

■ 特 別 講 演 ■
1. IP 制作時代の放送とディジタルコンテンツ
    〜NAB Show 2019 報告〜

㈱映像新聞社　映像新聞論説委員･ 日本大学

生産工学部講師( 非常勤)　杉沼 浩司氏

NAB Show 2019 は､ 制作のIP 化が浸透し

てゆく様子を示した｡IP 化は機器間接続がIP

に変わるだけではない｡ これまであった装置

の多くがソフトウェア処理になり､ 更にはこ

れがクラウドで実行されるようになる｡ また､

スポーツやニュースといったリアルタイムの

世界も､IP を活かして変化が始まった｡ 展開が

始まった次世代放送方式ATSC3.0 の話題と

併せて､ 制作プロセスの変化､ といった視点か

ら講演した｡

2. メディア業界におけるデジタルトランス
フォーメーション　

　- コンテンツ+ データ+ 技術の世界-
日本マイクロソフト㈱ クラウド ソリュー

ション アーキテクト　畠山 大有氏

IP やファイルベースだけでなく､ 映像制作そ

のもののデジタル化の動きが始まっている｡

AI 技 術 に よ っ て､ そ の 可 能 性 が 広 ま り､ な

労力でより大きなチャレンジをしている企

業 が 出 て き た｡ こ の セ ッ シ ョ ン で は､AI for 

Media､SRT､CMAF など映像業界各社に知って

おいて欲しい最新情報をデモも交えて伝えた｡

3. 実写型VR コンテンツ制作　ゼロからの取
り組み

㈱ ytv Nextry 総務センター 中澤 哲矢氏

テレビ番組制作会社が新規業務開発として始

めた実写型VR コンテンツ制作｡ 社内プロジェ

クトとしてスタートし早2 年｡ 番組宣伝VR を

始め､VR 等を活用し地域活性化を目指したコ

ンテンツや企業紹介VR などの制作を行って

きた｡ その取り組みの中で得られたノウハウ

や今後の課題を皆様と共有を行った｡

4. 西日本豪雨におけるテレビ親局停電への対
応と1 年を経た現状〜
㈱広島ホームテレビ 技術局長 小平 俊也氏

全国各地で頻発する記録的な豪雨による土砂

災害や､ 警戒感がより一層高まる大規模地震

に対し､ 近年､ 基幹放送局の役割は一段と重

要性を増しています｡｢ 広島県内全波停波の恐

れ｣ と言われた平成30 年7 月の西日本豪雨に

おけるテレビ親局停電への初動対応及び､ 明

カラフルで奇抜な外観の「ATC ホール」 セミナーを行った会場 ６社９台のカメラが集結したカメラステージ

▶ http://www.tv-osaka.co.jp/kbe/
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1. 放送の未来とAI ～AI を活用した様々な放
送やコンテンツ制作事例とSpectee が見
据える未来の放送のカタチ
㈱Spectee 代表取締役CEO　村上 建治郎氏

AI でテレビや放送がどう変わるのか? いま映

像制作の現場や放送局そのものの働き方にま

でAI が浸透し始めている｡AI を活用した報道

支援サービスやAI アナウンサー､AI 天気など

を提供するAI 情報解析会社スペクティが､AI

でいまどこまでできて､ これからどう変わっ

ていくのか､ 最新の事例をもとに解説した｡

2.Avid の 全 く 新 し いMedia Composer 
2019 デビューとNAB 最新情報

  アビッド テクノロジー㈱ ソリューションデ

ザイン･ アンド･ コンサルティング

アプリケーションスペシャリスト

　西岡 崇行氏

UI が刷新されたMedia Composer は､ 将来

にわたって必要とされる機能を再検討･ 追加､

ま たNEXIS | Cloudspaces がNEXIS ワ ー

クスペースをクラウドと同期､ メディアを安

全に保管｡

3. これでわかる！高精度時刻同期プロトコル
SMPTE ST 2059-1,-2 とVideo over IP
ネットワーク構築

セイコーソリューションズ㈱　ネットワーク
ソリューション本部　NS 開発部　

NS 企画開発課　副主査　橋本 直也氏

Video over IP の 必 須 技 術 で あ るSMPTE 

ST-2059-1,-2 の基礎からネットワーク機

器の選択方法､ ネットワーク構築例､ さらに

従来のBlackBurst 同期システムとの共存方

式について解説した｡

4. IP テクノロジーを利用したオーディオと
ビデオの制作ワークフロー

 オタリテック㈱　営業部　大阪営業所
所長　渡邉 浩二氏

実運用段階に入ったLAWO 社､RIEDEL 社の

IP プロダクション｡SMPTE ST2110 を組

み込んだオーディオおよびビデオIP のインフ

ラストラクチャー構築について､ ケーススタ

ディーを交えて紹介｡

5. 1 台で完結！マルチカム/ バックアップ収録
を変える～USB レコーダーKi Pro GO 登場～

㈱リーンフェイズ　セールスサポート部

　阿部 直人氏

AJA 社がNAB で新たに発表したマルチチャ

ンネルH.264 レコーダー/ プレイヤーKi Pro 

GO をいち早くご紹介。最大4 チャンネルの

HD/SD コンテンツを個別のUSB メディア

へ同時に収録！マルチカム/ バックアップ収

録の新たなワークフローとは？

6. Autodesk Flame の紹介と新機能説明
  ㈱エヌジーシー　BSI 事業部システムサ

ポート課 チーフエンジニア 金山 佳弘氏

Autodesk 社のFlame ソフトウェアの紹介

と､Flame 2020 の新機能紹介｡ 他の映像編

集アプリケーションとの比較等と絡めて説明

を行った｡

7. 新生NewTek(vizrt グループ) の最新NDI&
製品情報と､rtv 社のスポーツ中継での
TriCaster&3Play の使用事例

　NewTek, Inc. アジア･ パシフィック営業

ディレクター フェルディナンド･ ストアー氏

㈱ rtv　代表取締役　須澤 壮太氏

本年4 月のNAB show で発表された最新の

NDI4 の特徴と､ および新製品( ハードウェア

/ ソフトウェア製品) を紹介した｡ また､ 関西

でスポーツ中継をNewTek 製品中心で実施さ

れているrtv 社･ 須澤様より使用事例の説明を

行った｡

8. 実践イマーシブオーディオ制作～録音から
モニターまで

ゼンハイザージャパン㈱　プロ営業部

　真野 寛太氏

年々需要が高まっているイマーシブオーディ

オについて制作環境の構築から録音方法まで､

これからサラウンドに取り組んでいきたいと

いう方々に向けてそのソリューションを紹介

した｡

* * * * * * * * * * * * * * * * セ ミ ナ ー  * * * * * * * * * * * * * * * *

▶︎ http://www.tv-osaka.co.jp/kbe/
seminar.html

らかとなった課題への検討状況について在広

テレビ5 社の取り組みを報告した｡

5.アドビ　ビデオ&オーディオ製品最新アッ
プデートのご紹介

　アドビ システムズ ㈱ マーケティング本部
　田中 玲子氏

NAB 2019 に合わせて提供開始となった､

Adobe Creative Cloud 映像制作ツールの

最新アップデート内容を中心に紹介した｡

After Effects に 搭 載 さ れ た､Adobe 

Sensei を活用した｢ コンテンツに応じた塗

りつぶし｣ など､ 多くの新機能を搭載した｡

さらに､ 今回のアップデートではより安定性

や高速化を実現することで､ 様々な業務での

効率化が可能となった｡ セミナーではさらな

る進化を遂げた､ アドビビデオ& オーディオ

製品のアップデート内容を紹介した｡
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オタリテック
　LAWO 社、RIEDEL 社のオーディオ/ ビ
デオのIP 製品をはじめ、OTARI LWB 次世
代機『LWB-24』/『LWB-72』などを中心
に展示。
　IP ベースのリモート制作用オールインワ
ン・ソリューションLAWO「V_remote4」
をはじめとして、一昨年発表されたワイヤレ
ス・インカム・シリーズ RIEDEL「Bolero」、
英国プロフェッショナル・モニターの老舗ブ
ランド PMC「twotwo」を中心に展示紹介。
また、オタリ Lightwinder Broadcastingシ
リーズの新製品やワイヤレス・コミュニケー
ション・システムPhonak『Roger ™』システ
ムなども出品した。
　また、セミナー会場において「IPテクノロ
ジーを利用したオーディオとビデオの制作
ワークフロー」と題してセミナーを開催し、
実運用段階に入ったLAWO社、RIEDEL 社
のIP プロダクション、SMPTE ST2110を
組み込んだオーディオおよびビデオIP のイ
ンフラストラクチャー構築について、ケース
スタディーを交えて紹介した。
　ブースでの展示製品は以下のとおり。
■ LAWO「mc256」
　デザイン面では、極小から特大まで、２つ
のタイプに５つのフレーム・サイズを用意。
　タスクの大きさがツールの大きさを決定

ーレフのつ５は』65²cm『、めたのそ。るす
ム・サイズがある。例えば小型の屋外放送車
両用に 16 フェーダー、あるいはもっと複
雑な作業向けに 80 フェーダー等である。
そして同じ専有面積内でさらに多くの制
御が可能なように『XT』モデルは高密度の
デュアル・フェーダー・レイアウトで 48
～144 フェーダーを提供する。16 または 
32 フェーダーのスタンドアローン・エク
ステンダーを使ってさらなる拡張も可能。
『mc²56』と『mc²56xt』によってユーザー
は自らの要求に正確に応えることのできる
ミキシング・コンソールを手に入れることが

できる。
　また、 というセン
トラル・コントロール・セクション。
　この LAWO コンソールは音質と信頼性だ
けではなく操作の面でも優秀であり、構成の
明確なセントラル・コントロール・セクショ
ンを備えるこの卓は最適なワークフローを
提供するので、オペレーターは厳しい状況下
でも全体像を見失うことがない。入念に考え
抜かれた多数のディテールや革新的な機能
のおかげでこのコンソールは理解しやすく
極めて直感的に操作が可能。すぐ手の届くと
ころにある個々の機能割当式ユーザー・ボタ
ンで重要なパラメーターに直接的なアクセ
スができ、大型のトラックボール・ボタンや
自照式ロータリー・ノブや HD 解像度のタッ
チスクリーンなども直感的な操作の流れを
支援する─『mc²56』の前に座った人はす
ぐに習熟できるであろう。
　さらに、 と
いう分散化コントロール・セクションは、コ
ントロール要素の意味あるレイアウトが、細
部に対して豊富に行われた実用的な洗練と
相俟って、厳しい制作現場でも最高度の効率
を約束する。

■ LAWO「V_Matrix」
　機能をソフトウェア定義する大容量汎用
演算モジュールを用いた世界初のバーチャ
ル放送システムV matrix．旧来のハードウェ
ア・プラットフォームの制約から解放され
て、 完全にバーチャルなリアルタイム・ルー
ティング / プロセシング・インフラとなる。
　V matrix システムはフレームとC100 
コア・プロセシング・モジュールと入出力
リア・プレート、 そして C100 にロード
して必要な機能を作り出すバーチャル・モ

ジュールから構成される。
　複数の処理モジュールがリダンダントな
10GE/40GE 接続でIP ネットワークにつ
な がれて分散化IP ルーティング / プロセ
シング・マトリクスを形成し、旧来のベース
バンド・マトリクスのようなフレーム精度の
クリーンなスイッチングを提供します。制作
毎に要求が異なる場合、 制作ワークフロー
全体を短時間で再マッピングでき、コア・プ
ロセシング・モジュールの機能は入れ替えで
きますので、つねに変化するビジネス要件に
対処できるようにシステム能力を簡単に変
更したりアップグレード可能。

■ワイヤレス・インカム・ソリューション
   RIEDEL「Bolero」
　ライセンスフリーの 1.9 GHz 帯を利用す
る拡張可能な DECT ベースのフルローミン
グ・インカム・システム。RIEDEL「Artist」
デジタル・マトリクス・インカム・プラット
フォームと完全に一体化される「Bolero」は、
優れたワイヤレス・ベルトパックとしてまた
ワイヤレス・キーパネルとして、そして業界
初でウォーキートーキー無線機としての３通
りの使い方を実現できる豊富な機能と接続
能力を備えている。 AES67 規格準拠の IP 
ネットワーク上で動作し、分散型アンテナが 
AES67 スイッチに次いで AES67 クライア
ント・カード搭載の「Artist」フレームにつな
がって、シームレスなローミング能力を持つ
一体型の１対１インカム・システムとなる。シ
ステムにとってベルトパックは RIEDEL 製
のパネルのように見えるがそれはワイヤレス
であり、柔軟にシステムを構築することが可
能になっている。
　明瞭度の高い「Bolero」のボイス・コー
デックは優れた了解度を実現し、RF スペクト
ルをさらに有効利用できるようにして、他の 

LAWO『mc²56』

▶ http://www.otaritec.co.jp/products/lawo/products/mc256.html
products/lawo/products/
mc256.html

LAWO『V_Matrix』 Riedel Bolero

▶http://www.otaritec.co.jp/products/lawo/products/v_matrix.html
products/lawo/products/v_

matrix.html



http://www.otaritec.co.jp/products/phonak_roger/index.html

http://www.otaritec.co.jp/products/pmc/products/twotwo.html

http://www.o ta r i t ec .co. jp/products/r iedel/products/r iedel/news/2017-09-15a.html

http://www.otaritec.co.jp/products/riedel/bolero/index.html
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ワイヤレス・コミュニケーション・システム
Phonak『Roger ™』システムPMC「twotwo」(左)と「 ）右（」27-BWL/42-BWL

DECT ベースのシステムと同じ音声帯域幅
でアンテナが２倍のベルトパックを扱える
ようにした。このコーデックは優れた遅延特
性を持つと同時に処理パワーを極めて効率
的に利用し、ベルトパック・バッテリーの持
ち長くし、DSP の処理パワーを他の機能用
にセーブすることができる。

■ブリッジ（BRIPGE）となる
』ppA PI NorciM『 LEDEIR    

　『MicroN IP App』は SMPTE ST 2110/
AES67 準拠の映像/音声ならびにベースバ
ンド映像（SDI）と音声（MADI）をサポート。
音声エンベディング/ディエンベディングや
フレーム同期，サンプル・レート変換，音声/
映像遅延，信号ルーティング，オンスクリー
ン表示を含む内蔵機能との組み合わせで，
『MicroN IP App』はこのデバイスをあらゆ
る IP 接続ニーズに応える汎用ツールへと変
身させる。
　同時にこのデバイスは既存のあらゆる
『MediorNet』製品とネットワーク化が可能

ーロアドンタスは』ppA PI NorciM『。るあで
ンの SDI →IP コンバーターから，多数の異
なる IP ゲートウェイやベースバンド入出力
を持つネットワーク化されたシステムまで

広く対応する。

■光ファイバー伝送システム「OTARI 
LWB-24/LWB-72」（OTARI 
Lightwinder Broadcasting）シリーズ

　多様な要望に応え、周辺機器やモジュール
も充実しており、多数の導入実績を持ってお
り、スタジアムや広大なフィールドをカバー
する 24台接続/2、048チャンネル伝送。効
率性を高めるステレオ・ペア単位でのサンプ
リング周波数設定。マルチドロップ・ルーティ
ング可能な内蔵4チャンネルHD-SDI映像モ
ジュール。マトリクス・ミキサー／シグナル・
ディレイ機能。細部まで利便性を追求した仕
様。互換性／新モジュール／レトロフィット・
キット。などの特徴をもつ。

▶ http://www.otaritec.co.jp/products/otari/new_lwb.html
products/otari/new_lwb.html

■ 2ウェイ・リファレンス・モニターPMC
「twotwo」
　真のリファレンス・モニターの製造メー
カーPMC から─まったく新しい「two 
two」シリーズは PMC社が持つ世界第一
級の設計の伝統を洗練されたデジタル信号
処理とアクティブ・アンプと組み合わせた

驚くほど正確で多機能なコンパクト2ウェ
イ・リファレンス・モニター・シリーズ。

」8.owtowt「」6.owtowt「」5.owtowt「　
の3モデルから構成されるこのシリーズ
は、最新鋭の技術とコンポーネントを用い
て英国内で設計製造され、その結果、プロ
フェッショナルなコンパクト・モニターに
相応しい並ぶもののない明瞭さと無色透明
さと正確さが達成されている。

▶
products/pmc/products/
twotwo.html

■ワイヤレス・コミュニケーション・システ
ム Phonak『Roger ™』

　ライセンスフリーの2.4GHz帯を利用し
たデジタル・ワイヤレス・イヤーピース・コ
ミュニケーション（送り返し）システム。
　補聴器メーカーとして世界的に有名な
Phonak社の技術を用いて開発されたスト
レスフリーで小型のイヤーピース型受信機、
低ノイズで高いサウンド・クオリティ、簡単
な設定を特徴とし、様々なアプリケーション
で演出の邪魔にならずに最適なスタジオ・コ
ミュニケーションを提供する。

▶
products/riedel/bolero/

index.html

オタリテック 

▶
products/phonak_roger/index.

html

RIEDEL製品紹介コーナー

▶
products/r iedel/
news/2017-09-15a.html



http://www.f-eletex.co.jp/business/index.html https://www.for-a.co.jp/import/import/dejero.html

▶ https://www.for-a.co.jp/products/professional/fibe_p.html

https://www.for-a.co.jp/products/professional/
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朋　栄
2019 NAB Show、朋栄内覧会に出展した
最新の製品/ソリューションから、SDI/IP 統
合制御ソフトウェアや12G-SDI 対応製品、字
幕制作対応製品、簡易中継ソリューションな
ど、現場のニーズに応える製品/ソリューショ
ンを展示した。主な出展製品は以下の通り。

1．SDI/IP 統合環境

■ SDI/IP 統合制御ソフトウェア「SOM-
100」：SDI(ベースバンド)映像機器と IP 映
像機器の混在する環境で、各種映像機器を統
合的に制御・監視するためのオーケストレー
ションソフトウェア。SMPTE ST 2022-6
および ST2110に対応する IP 対応ビデオ
サーバー「MBP-1000VS-IP」、TICOコーデ
ックを活用することで3Gbps帯域で4K映像

FSU「 品製ルーュジモるすに能可を送伝の -
106TICO-12G」、朋栄エレテックス製 IP対
応信号発生機「ESG-4200」なども紹介。

2．4Kコンテンツ制作
■ 12G-SDI対応ビデオスイッチャ－「HVS 
-1200」：4K/12G-SDI に対応した小型
1M/Eビデオスイッチャー。全入力にフレー
ムシンクロナイザーを搭載し、4K時に10
入力8出力＋2HDMI 出力を実現。非同期信
号の入力にも対応。マルチビューワーを2系
統搭載し、それぞれ最大16分割の表示が可
能。設定変更により40入力10出力の2M/E 
HDビデオスイッチャーとしても利用可能。
■マルチパーパスシグナルプロセッサー
「FA-9600」：HDR/WCGの各種変換、アッ
プ/ダウン/クロスコンバーター、12G/3G

変換、2SI/SQD変換など、各種機能を搭載可
能な12G-SDI 対応シグナルプロセッサー。
新バージョンでは、オプションで3D-LUT
モードの追加、SR Live for HDR ワークフ
ローに対応。

3．朋栄エレテックス製品
■ 4Kタイムラグチェッカー「EDD-5400」：
3G/HD-SDI 各信号フォーマットに対応
し、オプションで12G-SDI 信号にも対応す
る4Kタイムラグチェッカー。映像、音声、
VANCの各遅延時間や、映像4系統、エンベ
デッド音声最大32チャネル、VANCパケッ
ト、AES 2 系統の全ての組み合わせで相対
遅延時間を測定可能。
■映像音声遅延分配装置「EDA-2000」： 
Quad link 3G-SDI/4K 信号に対応し、映
像、音声、VANCデータを同時に、あるいは個
別に遅延調整可能。Quad link 3G-SDI/4K
信号で標準で最大 5秒、増設オプション使
用時は最大10秒遅延調整可能。 Single link 
3G/HD/SD-SDI にも対応し最大 4系統遅
延調整可能。出力は、quad link 信号時最大 
2分配、single link 信号時最大 8分配。
■ 12G-SDI 対応小型ルーティングスイッ
チャー「ERS-44-12G」：12G/6G/3G/HD 
/SD-SDI まで幅広いビットレートに対応し、
利用環境に応じて2入力6出力から6入力 2
出力まで入出力構成をカスタマイズ可能な小
型ルーティングスイッチャー。DVB-ASI 信号
にも対応。リダンダント電源、自動ケーブル補
償機能、SDI リクロック機能標準搭載。GPIO、
SNMPなど多彩な外部制御に対応。

4．朋栄 IBE 製品
■ 8K/4K対応字幕アシストサービス「Ne 
ON-CA」：音声認識を活用し、映像ファイル
の音声から文字情報を自動生成するクラウ
ドサービス。テキストエディタ感覚の「字幕
エディタ」を搭載しており、ページ構成/文字

/位置/タイミングを編集可能。字幕ページ
情報をARIB ファイルに出力することによ
り、NeON-IX やNeON-SHVで送出用ARIB
ファイルを作成可能。
■ 字幕ソフトウェア ICCW-100/TRS-
55/IMP-210/ICCU-100」： MXF ファイ
ルに字幕情報を重畳できるICCW-100、字
幕確認用プロキシファイルを手軽に生成で
きるTRS-55、PC 上で字幕付きMXF ファ
イルを手軽に再生可能なIMP-210、重畳さ
れた字幕データを分離し、再編集を可能にす
るICCU-100の各ソフトウェアを紹介。

products/professional/fibe_p.html

5．輸入取扱製品
■ H.265/HEVC 対 応 簡 易 中 継 装 置
「Dejero EnGo/PathWay」：ビデオ映像を
H.265/HEVCでエンコードし、6つの携帯
回線をブレンディングし、ネットワークを広
帯域化して伝送する簡易中継装置。
ショルダー型ビデオカメラのバッテリー部
に取り付け可能なEnGo、ラックマウント
型のPathWay。ニュース取材、スポーツ報
道、ライブイベントなど、遠隔地の取材映像
/イベント映像を放送するのに理想的なソ
リューション。(カナダ Dejero 社)
■ モバイルネットワークルーター「Dejero 
GateWay Router」：携帯回線やWi-Fi など
複数回線をブレンディングし、高速インター
ネット環境を構築可能なモバイルルーター。

朋栄エレテックスの新製品「EDD-5400」、
-CCML「、」G21-44-SRE「、」0002/0001-ADE「

」0024-GSE「、」0018

▶
business/index.html

12G-SDI対応スイッチャ「HVS-1200」、
8K/4K対応字幕アシストサービス「NeON-
CA」、モバイルネットワークルーター「Dejero 
GateWay Router」などを紹介

12G-SDI 対応ビデオスイッチャ－
「HVS-1200」

▶
products/professional/

現場で作業するクルーがニュースルームや
メディア資産管理システムにアクセスした
り、大容量のファイル送受信、クラウドサー
ビスへのアクセス、さらにはVoIP 経由での
同僚との通信など、インターネットワーク
フローを必要とするさまざまなアプリケー
ションを提供。(カナダ Dejero 社)

▶
import/import/dejero.html



▶ http://www.fourbit.co.jp/p/products/mb-532/▶ http://www.fourbit.co.jp/p/products/pmx-1210/
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ますます多様化するフィールド
で応える柔軟さと確実性
ますます多様化するフィールド
で応える柔軟さと確実性

性作操なクイラグロナア ●
見た目そのままの安心感 

にクッラチンイ91AIE ●
実装可能 

×024W法寸形外  　
H160×D460 

入るよに続接ドーケスカ ●
力チャンネル増設 

電V21+CDと源電CA ●
源併用によるリダンダン
ト動作 

ドウラのトウアータスマ ●
ネス計測機能 

スータニモ、クイマBT ●
ピーカー 内蔵  

クドーワ/期同オデビ ●
ロック同期 /デジタル入
力同期 

　　　　　株式会社

          フォービット
〒358-0014
埼玉県入間市宮寺2720
TE L： 042-934-7720
FAX： 042-934-5664  
T E L： 042-935-0551（営業部直通）
URL： http://www.fourbit.co.jp 

PMX-1210
12× 10 ポータブルデジタルオーディオミキサー 

税抜価格￥1,950,000 

新製品12×10 ポータブルデジタルオー
ディオミキサー「PMX-1210」、30 ポイ
ントMADI 32ch バーグラフメータユニッ
ト「MB-532」など中心に紹介した。
■音声ミキサー/ マトリックス「PMX-
1210」

アナログライクな操作性のポータブルデ
ジタルオーディオミキサーで、EIA19イン
チラックに実装可能なW420 x H160 x 
D460のサイズ。デジタル(AES- 3id)/アナ
ログ信号混在の12x10デジタルオーディ
オミキサー。
EIA19 インチラックに実装可能で、INPUT
はデジタル/アナログ入力モノラル8系統、
アナログステレオ入力、ステレオリターン
入力各 2 系統。モノラル入力/ ステレオ入
力は、デジタル(AES-3id) 入力と切換え使
用が可能。モノラルチャンネルは、2タイプ
のHPF/LPF、2タイプのコンプレッサー、3
バンドのEQが使用可能。
2系統のマスター出力とバス出力は、デジ
タル (AES-3id) とアナログL/R にて出力。
AUX出力はアナログL/Rが1系統、モノラ
ルが 2 系統。デジタル(AES-3id) で選択出
力可能。マスター及びバス出力はラウドネス
値の計測が可能。モニター出力はL/R アナ
ログ1系統が使用可能。
コミュニケーション入力1系統、TB 及び

PFL 信号( 択一選択) の外部出力1系統使
用可能。ダイレクトアウト1系統( アナログ
8チャンネル)。内蔵TBマイク及びモニター
スピーカー搭載。同期信号は、入力AES 信
号、WORD、VIDEO 信号(NTSC/PAL を自
動切換え) が選択可能。本機を2台接続し、
カスケード接続による入力チャンネル増設
可能。
■ 30 ポイントMADI 32ch バーグラフ
メータユニット「MB-532」

MADI 信号（AES -10）の音声レベルを表
示する30ドット32チャンネルのバーグ

、りよにチッイス」TCELES「 。ターメフラ
MADI 信 号 の「1 ～32ch」/「33 ～64 
ch」の表示を切換えることが可能。

両とドーモ」UV/KAEP「、てしとドーモ示表
者を同時表示させる「DUAL」モードがある。
また、オーバーロード（-3dBFS/0dBFS
切換え）表示があり、オートまたはマニュ
アルでリセットすることが可能。 オーバー

1「、に他の示表の上ターメーバ、はドーロ ～
32ch」/「33～64ch」でのグループ表示
を行なっており、裏面のチャンネルのオー
バーロード状態も監視することが可能。
モニター出力機能としては、MADI 信号内の
任意のチャンネルをAES3にてモニター出
力させることが可能。
モニター出力信号は、MADI 信号内の各チャ

ンネルのステータス情報もそのまま出力さ
れ、外部接続機器にて、その信号の監視や検
聴を行なうことが可能となる。
MADI ステータス表示機能としては、MADI
ステータス／各チャンネルのAES3 のス
テータス表示を行なうことが可能。 これに
より、入力されたMADI 信号の状態を確認す
ることができる。 
■音声比較ユニット「AC-716」デジタ
ルオーディオチェッカー /チェンジオー
バーユニット

無音監視、オーバーロード監視、入力信号エ
ラー監視、音声比較監視。無音検知による自
動チェンジオーバー動作（ステレオL/R同
時4系統可能）。各種エラー検知でログ記録
とアラーム出力（接点、LED表示、ビープ音、
RS-422）。デジタル8系統（16ch）入力、
デジタル8系統（16ch）出力、デジタルモ
ニター出力。2重化電源
■MADI マトリックス /ディレイユニット
「MD-64」
MADI 入力1系統、MADI 出力2系統、デジ
タルモニター出力2系統。4K/8K 画像処
理の遅れに対して音声ディレイを付加。各
チャンネルごと、もしくは、全チャンネル一
括のディレイ（最大6秒）と出力レベルの調
整が可能。64ch x 64chマトリックス機能
装備。豊富な外部同期、ビデオ同期/ワード
クロック同期/AES3同期。

フォービット

products/pmx-1210/ products/mb-532/
▶ http://www.fourbit.co.jp/p/products/

products/
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製品は Draco Compact 477 シリーズ

伊藤忠ケーブルシステム
4K 編集機の比較展示、AI を駆使した技術、プ
レイアウト/ 配信/ 中継システムを出展。
編集共有サーバーでは Avid「NEXIS シリー
ズ 」、4K 編 集 シ ス テ ム で は Avid「Media 
Composer」 / Grass Valley「EDIUS 9」/
DaVinci「Resolve」、KVM 統合監視システ
ム IHSE 「Draco シリーズ」、4K 対応 番組自
動放送装置 Video Tech「VATIC」、モバイル
中継システム Smart-telecaster 「Zao-S」、
テクノマセマティカル (TMC)「低遅延・小型
映像伝送装置」などを出展した。

■ KVM 統合監視システム
IHSE 社「 Draco Tera Enterprise 480 シ
リーズ」は従来のシステムとは一線を画す、新
しい KVM システム。
最大 576 ポートから 48 ポートまで可能
な4 種類のシャーシーに 8 ポート単位のモ
ジュールを自由に構成できるHD-KVM ス
イッチで、切替時のタイムラグのないインスタ

ントスイッチや、ポートのマトリックスを自由
に設定できるフレックスポートなどのユニー
クな機能を備え、冗長化電源も装備。各エクス
テンダーは接続されると自動で認識され、煩わ
しい事前のＩＰアドレス設定作業などは不要。
同一シャーシーに3G/HD/SD-SDI のマト
リックスも混在可能で、プロフェッショナル
映像のファシリティに最適。モジュールは
CATx、ファイバー、COAX（3G/HD-SDI 用）
から選択でき、マルチモードファイバーで最
大1000m、シングルモードファイバーで最大
10Km の長距離延長も可能な製品である。
一方の「 Draco Compact 477 シリ ーズ」
は、コンパクトなボディでもフルHD をサポー
トするスペースファクターとコストパフォー
マンスに優れたKVM エクステンダー。
Draco Tera KVM スイッチ経由で利用する
ことはもちろん、CPU ユニットとKVM コン
ソールユニットのペアで単独のKVM エクス
テンダーとしても利用可能。
DVI の高解像度映像と、キーボード/ マウスそ
してポインティングデバイス用のUSBH.I.D 
の他にアナログオーディオ、デジタルオーディ
オ、RS232/422、アナログVGA、そして高速
のUSB2.0 をサポートするモデルが選択可能
となっている。
特徴：すべての解像度において最高画質／シ
ングルおよびデュアルヘッドモデルが選択可
能／USB2.0、デジタル/ アナログオーディ
オ、VGA 入力等機能を追加したユニットも選
択可能／AC パワーサプライ付属

■テクノマセマティカル 低遅延・小型映像伝
　送装置
現場の状況をリアルタイムに共有したいとい
うニーズに応え、フルHD の大画面・高画質の
カメラ映像を、僅か0.1 秒の遅延で伝送する

『低遅延・小型映像伝送装置』で、画サイズ・画
質・遅延・伝送レート・コスト・消費電力・重
量などの課題をすべて同時解決した、これまで
の常識を一気に覆した伝送装置。
特徴：各装置の重量は1.3kg で、カメラ・バッ
テリーと合わせても、15 インチのノートパソ
コン並みの軽さ／低ビットレートで伝送でき
るので、一般のインターネット回線を使用し
てもストレスを感じずに使用できる／全二重
通話機能を搭載しており、音声によるコミュ
ニケーションが可能／装置にカメラ、バッテ
リー、モバイル通信機器を接続した後、電源を
入れるだけの簡単操作で、いざという時の撮影
現場で操作に迷うことがない／画像を低遅延
で伝送する一方で、実用的な画質を維持／独自
のコンピュータアルゴリズムを使用したオリ
ジナルコーデックをコアに、これまで蓄積して
きた周辺技術を組合せている。そのため、伝送
データの秘匿性が高く、万が一インターネット
回線からデータを不正取得されても解読され
ることがない。

▶︎ https://www.itochu-cable.co.jp/

▶︎ https://www.itochu-cable.co.jp/
products/IHSE/item_4034

エレクトリ
アミューズメント施設向け4K メディアプレー
ヤ ー Alcorn McBride Inc.「V16 Pro-S」を
メインに展示紹介。
同製品は、世界中の主要なアトラクションデザ
イナーの意見を集約し、弊社のノウハウをもと
に開発されたアトラクション専用のショーコ
ントローラー。16 系統のシリアルポート、16
チャンネルのドライコンタクト入力、16 チャン
エルのリレー出力、MIDI 入出力ポートを装備
している。またタイムコードを受信したり、ジェ
ネレートすることも可能。またデュアルネット
ワークにより、構内のネットワークとアトラク
ション内のネットワークとを分けることで、プ
ログラムや、モニタリング、そしてオペレートが、
世界中のどこからでも可能になる。毎日の運

用の中で、リブートさせることなく、ソフトウエ
アのアップデートやメンテナンスが行えるのも
大きなメリットである。V16 Pro-S のプログ
ラミングは、WinScript Live! を使用。高度な
機能を簡単にアクセスする環境が整っており、
コンパイルとダウンロードの時間も大幅に短
縮できる。V16 Pro-S の特長は耐久性と耐衝
撃性に優れた設計にある。電圧のサージや配
線ショートなどから生じるオーバーロードから
コンポーネントを保護する構造。そして万一障
害が発生しても、PC を必要とせず、設定のた
めのジャンパーやボタンの設定もなく、すみや
かに交換対応ができるよう設計されている。メ
モリーカードにはすべてのパラメーターデータ
がバックアップされており、交換機に装着する

だけで素早く復旧することができる。アトラク
ションデザイナーやオペレーターは、ハードウ
エアの心配をすることなく、ショー運営に集中
することができる。

製品は Draco Compact 477 シリーズ

▶ https://www.electori.co.jp/
alcorn/v16pro.html
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エーティコミュニケーションズ
同社では衛星通信機器の輸入販売から音響、
映像、放送機器の輸入販売、また、放送中継
車の設計・製造およびコンサルタント、スタジ
オ設備（サブ、マスター、編集室など）、映像・
音響システムの設計・製作から通信衛星送受
信サービス、通信機器レンタルなどの業務を
行っている。
本展では SWE-DISH 製DA120 アンテナ
を搭載したSNG 車ハイエースパックを会場
内にて紹介。自動衛星補足機能を保有する
SEW-DISH DA120 アンテナを搭 載 ／ 悪
路・荒地走行仕様／５名定員仕様／6KVA・
NMG 電源システム搭載／ユアサ7m 油圧
ポール搭載／揺れ防止ジャッキなどを搭載し
つつ、快適なオペレーションルームと広々とし
た荷室を併せもつ。

また、製品の単体展示では、超小型可搬衛星通
信装置「SATCUBE + Ku」、小型可搬衛星通
信装置「CCT120」などを出品した。
■「CCT120 ドライブアウェイ」：搭載車両
には特別なルーフ構造を必要とせずに車種を
問わす設置できる。特徴は、堅固な構造である
にもかかわらず軽量コンパクトで、全ての主要
な機能はカウル内に装備されているので、車内
への配線が容易。簡単に、優雅に、かつ敏速に、
遠隔地からの伝送が可能となる。
■「CCT120 コミュケース」：スーツケース
サイズに収納できるモジュラー構造の衛星通
信ターミナル。SSPA（半導体型出力増幅器）
は100 ／50W。自動衛星捕捉機能を搭載、
Ku-Band はもとよりX-Band やKa-Band に
対応する。
■「SATCUBE + Ku」：重 量8Kg の 超 軽 量
衛星端末で、Ku-band 衛星を使用して、5-15 
Mbps 超の速度で伝送ができる。単方向映像
伝送から、インターネットアクセス用双方向
通信が可能で、ホットスワッバブルで 3 時
間連続伝送が可能なバッテリーの他、高効率
GaNSSPA、衛星捕捉装置、アップコンバー
ター、ダウンコンバーター、ヒートパイプ・クー

オリジナルの SNG 車ハイエースパック

リング装置などが１パッケージ化されてい
る。そのため、僻地からの映像伝送や、災害時
のBCP 用途にも最適である。

▶︎ https://www.bizsat.jp/1_
news.html

SATCUBE本体（左）と専用バッテリーアダプター（右）

多数の装備を搭載しているにもかかわらず広
いスペースの後部座席

エスシーアライアンス
新 規 開 発 の ラ ジ オ 局 向 け 放 送 自 動 運 行
シ ス テ ム「Harmony」の パ ネ ル 展 示 の ほ
か、 Digigram 社、AXIA 社、Inovonics 社、
TELOS 社などの製品の展示紹介を行った。
■ Harmony RADIO SYSTEM
同社が20 年以上に及び全国100 局以上の放
送局にDAD- 自動運行システム- を販売・施工・
サポートしてきた実績を基に、ソフトウェアを
国産化し、多様化する日本のラジオ放送システ
ムへの最適化を計るべく新たな自動運行シス
テムを開発、昨年のInterBEE にて発表した製
品。ラジオ局に必要とされる自動運行システム

（APS）、CM/ 番組再生（DAF）、放送素材管理、
音声スイッチャー、 営放システム（EDPS）さら
にスタジオ DAW の機能をもった、Windows 
PC ベースの総合放送システムで、コミュニティ
エフエム局から、 小～中規模の県域及び広域
エフエム局に最適な製品である。

■ AXIA 社製品
Fusion AoIP Mixing Console
ラジオ局・ポストプロダクション向けIP ネット
ワーク対応デジタルミキサー。 
iQ Console System
コンソールとルーター機能両方を備えたシス
テ ム で、iQ Console System PCM 音 声 信
号 (48kHz, 24bit) プログラムデータ及び外
部制御信号をVoIP, QoS 技術を使用し1 本の
イーサネットラインでIP 伝送可能になってい
る。（写真右上）
■ Digigram 社製品
IQOYA X/LINK( アイコーヤ・クロスリンク）
マルチフォーマットエンコーディング対応のス
テレオIP コーデック。ユニキャスト・マルチキャ
スト・マルチユニキャスト・マルチマルチキャス
トで同時マルチプロトコルストリーミング可能。

■ Inovonics 社製品
AARON650（アーロン650）、INOmini 633

（イノミニ633)
FM 放送監視チューナー。　放送波の無音検
知、RF キャリアロスを検知してアラーム出力
INOmini 635（イノミニ635)
FM サイトストリーマー。　
FM 中継 局のモニタリングに最 適なチュー
ナー。ストリーミング出力をウェブサーバーを
通じてモニタリング可能。
■ TELOS 社製品
Zephyr/IP ONE（ゼファー・アイピー・ワン）
インターネット接続できる環境があれば、簡単
にステレオ音声を双方向で伝送可能。
回線の状況に応じて伝送レートを自動処理。高
音質を保ちつつ最小のディレイに自動設定。
ラジオ中継用に最適。ISDN 臨時回線用意は不
要。

上から、Digigram IQOYA X/LINK、Inovonics FM放
送監視チューナー「AARON 650」、Telos System デ
ジタルテレホンハイブリッド「Hx1」Harmony RADIO SYSTEM 紹介パネル

▶︎ http://ss.sc-a.jp/#productlist


